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～ 

年
頭
に
あ
た
っ
て 

～

大
蔵
村
長

加

藤

正

美

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
平
成
二
十
六
年
の
新
春
に
あ
た
り
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
五
月
か
ら
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
肘
折
地
内
主
要
地
方

道
戸
沢
大
蔵
線
は
、
災
害
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
〇
〇
日
目
と
な
る
十
一
月
三
十
日
に
、
鋼
製

ラ
ー
メ
ン
桟
道
橋
と
し
て
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
「
肘
折
希の

ぞ

み望
大
橋
」
と
し
て
開
通
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
日
を
、
ど
ん
な
に
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
肘
折
地
区
に
通
じ
る
幹

線
路
線
で
あ
る
「
肘
折
希
望
大
橋
」
の
完
成
は
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
が
で
き
た
と
い
う

安
堵
感
と
共
に
、
東
日
本
大
震
災
、
豪
雪
、
県
道
崩
落
と
い
っ
た
観
光
地
肘
折
温
泉
郷
に
相
次

い
だ
逆
境
を
跳
ね
返
す
希
望
で
あ
り
、
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
奮
い
立
た
せ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
橋
の
橋
名
板
に
は
、
山
形
県
が
世
界
に
誇
る
最
先
端
技
術
で
あ
る
有
機
Ｅ

Ｌ
照
明
が
、
世
界
で
初
め
て
屋
外
に
設
置
さ
れ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
村
の
新
た

な
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
Ｊ
Ｒ
と
地
元
観
光
関
係
者
や
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
山
形
Ｄ
Ｃ
が
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
肘
折
温
泉
の
安
心
安
全
を
全

国
に
宣
言
す
る
と
と
も
に
、「
肘
折
希
望
大
橋
」
を
村
の
新
名
所
と
し
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

誘
客
事
業
を
展
開
し
、
誘
客
の
巻
き
返
し
を
図
る
べ
く
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
復
旧
工

事
へ
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
肘
折
温
泉
郷
へ
の
誘
客
推
進
の
た
め
に
並
々
な
ら
ね
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
吉
村
知
事
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
る
い
話
題
で
締
め
括
ら
れ
た
昨
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
三
年
続

け
て
の
豪
雪
と
、
七
月
に
は
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
や
冠
水
と
い
っ
た
被
害
が

村
内
各
地
に
相
次
ぎ
、
稲
沢
、
桂
、
藤
田
沢
、
作
の
巻
の
四
集
落
が
一
時
孤
立
す
る
事
態
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
異
常
気
象
に
は
脅
威
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
村
で
は
、
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
防
災
行
政
無
線
を
よ
り
高
機
能
な
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
再
整
備
を
行
い
、
昨
年

三
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沼
の
台
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
、
沼
の

台
保
育
所
と
併
設
さ
れ
る
沼
の
台
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
よ

り
確
実
で
き
め
細
や
か
な
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
政
策
と
し
て
、
診
療
所
に
お
い
て
今
年
四
月
よ
り
医
薬
分
業
に
取
り
組
み
、
外
来

診
療
で
の
投
薬
を
院
外
処
方
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
薬
を
診
療
所
の
外
の
希
望
す
る
保
険
薬
局

よ
り
お
受
取
り
い
た
だ
く
た
め
、
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
厚
生

労
働
省
や
県
の
指
導
の
下
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
現
在
満
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
若
者
定
住
と
子
育
て
支
援
の

た
め
の
住
宅
「
ど
ん
ぐ
り
」
の
増
棟
建
築
を
、
来
年
度
に
お
い
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
大
蔵

村
保
育
所
で
の
０
歳
児
か
ら
の
保
育
の
受
け
入
れ
や
学
童
保
育
所
の
完
備
に
よ
り
、
保
護
者
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
み
よ
い
村
づ
く

り
は
人
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
も
の
と
考
え
、
若
者
を
対
象
と
し
た
海
外
研
修
や
、
中
学
生
を
対

象
と
し
た
村
営
の
学
習
教
室
「
未
来
塾
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
広
い
視
野
と
見
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
、
学
習
意
欲
を
高
め
一
層
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
で
よ
り
有
能
な
人
材
育
成
に

つ
な
げ
る
と
い
っ
た
目
的
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
は
、
ひ
い

て
は
若
者
定
住
へ
と
繋
が
る
も
の
と
考
え
、
村
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
も
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
私
は
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
が
活
性
化
し
な
け
れ
ば
、
村
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
、
赤
松
通
り
地
区
基
盤
整
備
事
業
を
平
成
二
十
九
年
度
の
完
成

を
目
指
し
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
稲
作
は
も
ち
ろ
ん
園
芸
作
物
の
規
模
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

育
成
、
さ
ら
に
は
生
産
と
加
工
販
売
を
一
貫
し
て
手
掛
け
る
６
次
産
業
化
に
向
け
た
支
援
を
引

き
続
き
行
い
、
農
業
政
策
の
大
転
換
に
即
し
た
堅
実
な
農
業
の
確
立
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
末
だ
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
的
確
な
判
断
力
と
自
主
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、「
第
３
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
他
に
も
福
祉
の
充
実
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
実
践
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
村
政
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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復
旧
路
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
肘
折

地
区
の
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
を
最
優
先
の
条

件
と
し
て
検
討
さ
れ
、
う
回
路
が
雪
の
た

め
通
行
不
能
と
な
る
冬
ま
で
に
、
工
期
的

に
構
築
が
可
能
な
鋼
製
ラ
ー
メ
ン
桟
道
橋

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の
応

急
復
旧
で
仮
設
桟
橋
を
構
築
し
て
12
月
31

日
に
仮
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
雪
解

け
後
の
昨
年
５
月
に
再
び
通
行
止
め
に
し

て
本
復
旧
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
全
国

か
ら
集
っ
た
卓
越
し
た
技
術
が
施
さ
れ
た

こ
の
桟
道
橋
は
「
肘
折
希
望
大
橋
」
と
名

付
け
ら
れ
、
全
長
約
２
４
０
ｍ
と
、
こ
の

工
法
の
橋
と
し
て
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り

ま
す
。
橋
名
板
に
は
、
屋
外
で
の
使
用
が

世
界
初
と
な
る
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
を
用
い
、

国
道
４
５
８
号
か
ら
肘
折
温
泉
郷
へ
人
々

を
迎
え
入
れ
る
玄
関
と
も
言
え
る
橋
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
通
式
に
は
、
吉
村
知
事
を
は
じ
め
約

１
０
０
名
の
関
係
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
車
や
徒
歩
で
渡
り
初
め
を
行
い

ま
し
た
。
温
泉
街
や
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た

肘
折
い
で
ゆ
館
前
で
は
祝
酒
や
納
豆
餅
が

振
る
舞
わ
れ
、
待
望
の
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。

　

開
通
後
は
、
観
光
客
へ
の
効
果
も
あ
り
、

12
月
の
日
帰
り
入
浴
客
数
を
比
較
す
る
と
、

災
害
前
と
な
る
平
成
23
年
の
約
２
倍
、
う

回
路
を
使
用
し
て
い
た
平
成
24
年
の
約
５

倍
の
集
客
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
肘
折
希
望
大
橋
が
み
ん
な
に
と
っ

て
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
で
あ
る
と
共

に
、
新
た
な
村
の
大
き
な
自
慢
と
し
て
、

今
後
さ
ら
に
観
光
な
ど
に
活
か
せ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
の
夢
と
希
望
を
つ
な
ぐ
橋
と
な

る
よ
う
名
付
け
ら
れ
た「
肘
折
希
望
大
橋
」

で
、
悲
し
い
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

交
通
安
全
標
語
等
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
査
の
上
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
粗

品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

▽
内
　
　
容

　

肘
折
希
望
大
橋
に
関
す
る
も
の
。
標
語
、

俳
句
、
川
柳
等
形
式
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
、

郵
送
、
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
村
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
締
め
切
り

　

平
成
26
年
1
月
15
日
（
水
）
ま
で

▽
応
募
及
び
問
合
せ
先

　

〒
9
9
6
-0
2
1
2　

　
　

大
蔵
村
大
字
清
水
２
５
２
８

　
　
　

役
場
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

☎
75
-2
1
7
0

　

info@
vill.ohkura.yam

agata.jp

▽
そ 

の 

他

　

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
の
版
権
等
は
大
蔵
村
に
帰

属
し
、
交
通
安
全
啓
発
等
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
昨
年
春
に
発
生
し
た
大
規
模
な
土
砂
崩
落
に
伴
い
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
肘
折

地
内
主
要
地
方
道
戸
沢
大
蔵
線
は
、「
肘
折
希
望
大
橋
」と
し
て
、
災
害
か
ら
ち
ょ
う
ど

6
0
0
日
目
と
な
っ
た
11
月
30
日（
土
）、
復
旧
を
終
え
開
通
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
開
通
式
や
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
村
知
事
を
は
じ
め
、
国
、
県
や
村
関
係

者
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
待
ち
わ
び
た
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

「肘折希
の ぞ み

望大橋」
待望の開通！

　真っ白な雪にも映えて視認性が高く、また出
羽三山に通じる祈りの道でもあると、高欄の色
には魔除けとされる朱色を採用。山形県の特産
品であるさくらんぼや紅花の色でもあり、大蔵
村の特産品であるトマトの色でもあります。

　ひらがなの橋名板の文字は、地元の小中学生
11人が一文字ずつ心を込めて筆書きしたもの
です。いつまでも心に残る記念となることでし
ょう。

　山間部の狭小な道路工事において施工性に優
れ、地形や自然環境への影響が最小限で済むと
いった利点があります。高さ11～56mの鋼管の
くい119本を地中に打ち込み橋脚としています。
長さ約240mは日本一！

　橋名板の漢字は吉村知事が筆書きしたもので、
山形県が世界に誇る有機ELパネルを用い、文
字が白抜きで光ります。有機ELの屋外での実
用化は世界初です！

鮮やかな朱色の高
こ う

欄
ら ん

子どもたちが書いた橋名板

日本一の鋼製ラーメン構造

　	屋外使用世界初！
有機ELパネルの橋名板

日本一の「肘折希望大橋」を、日本一安全な道に！

橋に施された村の新たな自慢の数々

交
通
安
全
標
語
等

作
品
募
集
！

工法：鋼製ラーメン桟道橋　長さ：約240m　幅員：6～8.25m　工事費：約19億円

開通式の様子

祝賀会の様子
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　昨冬の最高積雪量は、清水地区で238㎝、
沼の台地区で364㎝、肘折地区では歴代タイ
記録となる414㎝をそれぞれ 2 月に記録し
ました（村積雪量調査より）。

　9／5、村ぐるみの交通安全啓発活動への
積極的な取り組みと、交通死亡事故が12年
間発生していないことが評価され、村が交
通安全功労者表彰を受賞しました。

　村内中学生を対象に、
学習意欲を高め、一層
の学力向上を図ること
で将来を担う人材育成
につなげようと、村が
開設しました。県内初
の取り組みとなります。
8 月から 2 月にかけた
土曜日に、中央公民館
で、英語と数学の 2 科
目を、 1 ・ 2 年生は復
習を中心に、 3 年生は
基礎と応用のどちらか
のコースを選択して学
習しています。

　一昨春発生した土砂崩落により、復旧工事が進められ
てきた肘折地内主要地方道戸沢大蔵線は、11／30 に、日
本最大級の鋼製ラーメン桟道橋「肘折希望大橋」として
開通。安心安全な道となり皆さんをお迎えします。

　7／17～18 にかけて激しい雨が降り続き、24時間の雨
量が134ミリを記録しました。18日には土砂崩れや冠水に
より、稲沢、桂、藤田沢、作の巻地区へ通じる全ての道
路が通行止めとなり、 4 集落が一時孤立しました。

　村をあげた歯科保健活動が実り、平成24年には小中学
校ともに全国表彰を受賞するまでとなりました。その立
役者として子ども達の歯科保健の推進のためにご尽力さ
れた診療所の伊藤充也先生が、歯科医師として県内初と
なる「母子保健奨励賞」と、全国初となる「毎日新聞社
賞」を受賞しました。大蔵中学校は、県歯科医師会主催
のよい歯の学校表彰において、最優秀校表彰を受賞しま
した。

　防災行政無線をより高機能なデジタル方
式に変更し、 3 月から運用を開始しました。
また、各地区に無線電話を設置し、双方向
通信が可能になりました。

　東京大蔵会が創立40 周年を迎え、7／13、
12年ぶりに地元大蔵村で総会を開催。最上
地域ふるさと連合会の訪問とあわせて行わ
れ、総勢66名が帰郷されました。

　総事業費12 億円、区画面積64.6haとなる
基盤整備事業が始まりました。園芸事業の
幅広い展開や、集落営農タイプの法人化を
計画していきます。

　一昨春発生した土砂災害時の顕著な防災
活動が讃えられ、6／5 に土砂災害防止功労
者表彰を、9／2 に防災功労者内閣総理大臣
表彰をそれぞれ受賞しました。

３年連続 豪雪対策本部設置
最高積雪量414㎝（肘折）タイ記録

12年間死亡事故ゼロ達成
交通安全功労者全国表彰受賞

村営学習教室「未来塾」開塾伊藤充也先生母子保健奨励賞受賞
よい歯の学校表彰大蔵中学校最優秀校

「肘折希
の ぞ み

望大橋」待望の開通記録的豪雨により相次ぐ被害 4集落孤立

防災行政無線デジタル方式に整備

東京大蔵会総会大蔵村で開催

平成29年度完成予定
赤松通り地区基盤整備始まる

肘折地区自治会
2つの防災功労者全国表彰受賞

いろいろなことがありました

2013年を
　　　振り返る

おおくら

10 大
ニ ュ ー ス



広報	 平成26年 1 月　No.653 広報

89 むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

　10月25日（金）、
山形テルサで行
わ れ た 第41回 山
形県更生保護大
会の席上で、保護
司の大竹信男さ
ん（赤松）が法務
大臣表彰を受賞
されました。大竹
さんは平成9年か
ら保護司として
更生保護活動に
携わられ、地域の
福祉向上のため

にご尽力されました。この度の表彰は、その永きに渡
るご功績を讃えるものです。受賞に際し、大竹さん
は「人の人生に関わることは大変な責任のあること
だが、この職を通して自分を律することができた。」
と永きに渡る活動を振り返っていました。誠におめ
でとうございます。

更生保護活動にご尽力
大竹信男さん「法務大臣表彰」受賞

「よいとしになりますように！」
味来館でみずき団子つけ

大蔵村から広げよう！
やまがた地鶏求評会開催

米の食味コンクールで
加藤真一さんが最優秀賞を受賞

　12月10日（火）、米
の品質向上や食味改
善、新庄最上産米の
評価向上を目的とし
た最上地区良食味米
コンクールが最上総
合支庁産地研究室を
会場に行われました。
129名の出品者のう
ち、加藤真一さん（合
海）が「はえぬき部
門」において見事最
優秀賞に輝きました。
加藤さんは、11月に

行われたJA山形もがみ主催のうまい米横綱決定戦
においても横綱に選ばれております。「安心安全な米
づくりを目指し、これからも汗を流していきます。」
と語っていました。

　12月11日（水）、新たな地域ブランドとして期待さ
れる「やまがた地鶏」の求評会が、肘折いでゆ館で
行われました。やまがた地鶏は、うま味成分のグル
タミン酸比率がブロイラーより約10％多いのが特徴
で、最上地域が県内生産の 3 分の 1 を占め、村では
四ヶ村の農家 3 戸が約千羽を飼育しています。求評
会には最上地域の生産者や旅館・飲食組合関係者が
参加し、髙山茂さん（肘折）を調理の講師に迎え、こ
の地鶏を使った多彩な料理を試食して、販路定着化
に向けた意見を交換しました。参加者からは「コク
と歯ごたえがあっておいしい。」「おいしさを広めた
い。」と声が上がっていました。

　12月18日（水）、ふるさと味来館で恒例のみずき団
子つけが行われました。沼の台保育所の子どもたち
も参加して、ホール一面に広がる大きなみずきに、赤
白の団子を飾り付けました。できあがった色鮮やか
なみずきを見上げ、子どもたちは「おもちのおはな
がさいたみたい！」と歓声をあげていました。

▲から揚げ、すき焼き、鶏団子鍋など、多彩な料理が並びました

大
蔵
村
で
は
若
者
や
後
継
者
が
い
な
い
と

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
が
約
２
，

５
０
０
人
の
ザ
ス
バ
ッ
ハ
バ
ル
デ
ン
で
は

村
に
残
る
若
者
が
多
い
そ
う
で
す
。
理
由

と
し
て
は
、
近
く
の
都
市
に
優
秀
な
中
小

企
業
が
多
く
あ
り
、
働
き
口
が
安
定
し
て

い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

研
修
し
て
き
た
村
々
は
、
他
の
地
区
と

協
力
、
ま
た
は
活
用
し
て
発
展
し
て
き
た

と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
大
蔵
村
は

ど
の
よ
う
な
発
展
を
し
て
い
く
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
地
区
と
協
力
し
新

し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

か
が
決
ま
る
。」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
人
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と

で
、
無
理
に
着
飾
ら
ず
自
分
本
来
の
良
さ

を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
、
人
生
を
よ
り
美

し
く
楽
し
い
も
の
に
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

3
つ
の
村
の
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
村
や
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
心
か

ら
愛
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
無
理
に

着
飾
る
の
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
を
伸

ば
し
悪
い
と
こ
ろ
は
改
善
す
る
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
村
づ
く
り
を
し
た
か
ら
こ
そ
、

人
の
心
を
掴
む
こ
と
の
で
き
る
村
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
村
づ
く
り
だ
け

で
な
く
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
も
深

く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
蔵
村
の
村

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
　
彦
　
秀
　
誉

（
作
の
巻
）

　

今
回
の
研
修
で
は
、

ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス

の
美
し
い
村
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
し
た
村

を
訪
問
し
、
そ
の
取
り
組
み
や
魅
力
を
知

り
大
蔵
村
で
活
か
せ
な
い
か
と
い
う
の
が

目
的
で
し
た
。
訪
れ
た
ド
イ
ツ
の
エ
デ
ィ

ガ
ー
・
エ
ラ
ー
と
ザ
ス
バ
ッ
ハ
バ
ル
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ク
ヴ
ィ
ー
ル
と
い
う
村
は
、

ど
れ
も
大
蔵
村
よ
り
人
口
は
少
な
い
で
す

が
、
賞
を
と
っ
た
り
国
で
一
番
美
し
い
村

に
選
ば
れ
て
い
た
り
と
有
名
な
村
で
、
本

当
に
綺
麗
な
街
並
み
で
し
た
。

　

３
つ
の
村
を
見
て
き
て
思
っ
た
こ
と

は
、
大
蔵
村
だ
け
で
村
を
活
性
化
さ
せ
る

の
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

事
で
す
。
エ
デ
ィ
ガ
ー
・
エ
ラ
ー
は
２
つ

の
村
が
合
併
し
て
で
き
た
村
で
、
最
初
は

合
併
に
納
得
し
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
で

す
が
、
広
い
土
地
と
駅
が
あ
る
と
い
う
お

互
い
の
長
所
を
活
か
し
て
発
展
し
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
熱
意
を
持
っ
て
参
加
し
た
村
の

人
々
の
姿
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
金
賞
を

受
賞
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

押
　
切
　
晴
　
香

（
合
海
）

　

私
は
、
大
学
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
計

画
に
つ
い
て
学
び
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
信
号
や
標
識
を
極

力
減
ら
す
こ
と
で
利
用
者
の
注
意
力
を
促

し
事
故
率
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
た
り
、

電
柱
を
地
下
に
埋
め
込
む
こ
と
で
景
観
を

守
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
、
人
々
の
村
づ
く
り
へ
の
姿
勢
や
そ

れ
に
対
す
る
想
い
に
着
目
し
て
、
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
先
の
エ
デ
ィ
ガ
ー
・
エ
ラ
ー
で
は
、

村
の
歴
史
や
伝
統
と
と
も
に
生
き
る
事
を

大
切
に
し
て
い
て
、
古
い
家
を
再
利
用
し

て
若
い
家
族
が
住
ん
だ
り
、
新
築
す
る
場

合
も
村
の
景
観
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
周
り

と
の
調
和
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ザ
ス
バ

ッ
ハ
バ
ル
デ
ン
で
は
、
ド
イ
ツ
一
の
日
照

時
間
を
活
か
し
家
の
窓
際
に
花
を
飾
っ
て

い
て
、
全
て
村
民
の
自
主
的
な
活
動
で
あ

り
ま
し
た
。
リ
ク
ヴ
ィ
ー
ル
の
ワ
イ
ン
工

場
で
は
、「
ワ
イ
ン
を
造
る
時
、
ぶ
ど
う
に

手
を
加
え
て
商
品
価
値
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
い
い
ワ
イ
ン
を
造
る
一
番
の

方
法
は
シ
ン
プ
ル
な
製
法
で
ぶ
ど
う
そ
の

も
の
の
味
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
り
、
飲

む
人
の
好
み
で
選
ん
で
も
ら
え
る
か
ど
う

研
修
で
感
じ
た
こ
と

海
外
研
修
に
参
加
し
て

▲大蔵村では田んぼが広がっていますが、ドイツではぶ
どう畑が一面に広がっていました。

▲どこを撮っても絵になるドイツに、心が躍りっぱな
しのヨーロッパ研修でした。（ハイデルベルクにて）

先
月
号
か
ら
引
き
続
き
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
蔵
村
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
地
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト
２
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　平成23年12月 2 日に東日本大震災からの復興のための施
策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法
が公布され、「復興特別所得税」及び「復興特別法人税」
が創設されました。個人の方に係る復興特別所得税の概要
は以下のとおりです。
１　納税義務者

　個人の方で所得税を納める義務のある方は、復興特別
所得税も併せて納める義務があります。

２　課税対象
　個人の方については、平成25年から平成49年までの各
年分の基準所得税額が、復興特別所得税の課税対象とな
ります。

（注）給与所得者の方は、平成25年1月1日以降に支払を受
ける給与等から復興特別所得税が源泉徴収されること
となっています。

３　基準所得税額
　　個人の方の基準所得税額は、次の表のとおりです。

４　課税標準
　復興特別所得税の課税標準は、その年分の基準所得税
額です。

５　復興特別所得税額の計算
　　復興特別所得税額は次の算式で求めることになります。

【算式】 復興特別所得税額 ＝ 基準所得税額 × 2.1％

■　申告書作成会場を開設します　■
▷　開設期間

２月７日（金）～３月１７日（月）
（土日祝日は休み）

▷　会　　場　　新庄税務署２階会議室

※東日本大震災により避難している方も相談できます。
　所得税及び復興所得税（譲渡所得を含む）・個人事業者
の消費税及び地方消費税・贈与税の申告が必要な方、所得
税の還付を受ける方を対象とした申告書作成会場です。

◎事業所得等を生ずべき業務を行っているすべての方に、
平成26年1月以降、記帳の義務及び帳簿・書類の保存の義
務が適用されます。申告書作成会場の開設期間中、記帳に
関するご相談をお受けします。是非ご利用ください。

【問合せ先】
新庄税務署　新庄市五日町字宮内241　☎22-5111

パソコンで確定申告書が作れます
～国税庁・確定申告書作成コーナー～
　自宅にパソコンがあり、インターネットをご利用
している方は、パソコンで確定申告書を作成してみ
ませんか？
　国税庁ホームページの確定申告書等作成コーナー
では、自分で申告書を作成、印刷して郵送で税務署
に提出することができます。
　農業等の収支計算はもちろん、青色申告や消費税
申告にも対応しているので、今まで手書きで作成し
ていた方は、作業がとても楽になります！

詳しくは
「確定申告書等作成コーナー」で検索！！

今年こそチャレンジ！はじめよう！  e-Tax
（国税電子申告・納税システム）

e-Taxとは
●税務署に行かなくても、自宅やオフィス、税理

士事務所などからインターネットを利用して、国
税に関する申告や納税、申請・届出などの手続き
ができるシステムです。

利用できる手続
●所得税、法人税、消費税、贈与税、酒税及び印紙

税の申告ができます。
●法定調書、所得税徴収高計算書の提出や納税証明

書の交付請求のほか、各種申請届出の提出などが
できます。

●e-Taxでは、金融機関や税務署の窓口に出向くこ
となく、インターネット等を利用して全ての国税
について納税することができます。

e-Taxで所得税の確定申告をすると

●添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内
容を入力して送信することにより、これらの書類
の提出又は提示を省略することができます。（法
定申告期限から5年間、税務署から書類の提出又
は提示を求められることがあります）

●還付がスピーディー
　1～2月に還付申告した場合は、原則2～3週間程
度で還付しています。

●24時間受付
　確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能で
す。（メンテナンス時間を除きます）

平成25年分から適用
復興特別所得税が創設されました！

●

●

●

1

2

3

区　　分 基準所得税額

居
住
者

非永住者以外
の居住者 全ての所得に対する所得税額

非永住者
国内源泉所得及び国外源泉所得のう
ち国内払のもの又は国内に送金され
たものに対する所得税額

非居住者 国内源泉所得に対する所得税額

確定申告豆知識
冬
の
労
災
を
な
く
そ
う
運
動「
積
も
っ
た
雪
に 

隠
れ
る
危
険 

先
を
予
知
し
て 

転
落
防
止
」

冬
の
労
災
の
約
８
割
は
転
倒
災
害
で
す
。滑
り
に
く
い
履
物
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

村県民税の申告が始まります!!村県民税の申告が始まります!!村県民税の申告が始まります!!

①２月５日（水）から２月１２日（水）までは、村県民税のみの申告相談を地区ごと各会場で行います。
　　注意：上記の期間中は、農業収入等の収支計算の相談には対応できません。

②地区ごとの下記日程で都合の悪い方は、
　３月１３日（木）から３月１７日（月）までの間に役場においでのうえ申告相談を行ってください。

③２月１３日（木）から３月１２日（水）までは、あらかじめ文書でご案内した方々の申告相談を役場で行いま
すので、ご案内以外の方の申告相談は、原則できません。

＜持参するもの＞
　◎　印鑑
　◎　平成２５年中の収入が分かるもの（給与・年金所得者は源泉徴収票原本）
　◎　控除を受けるための証明書等（国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、生命保険料、介護医療保

険料、個人年金保険料、地震保険料などの平成２５年中に支払った領収書や控除証明書）
　◎　通帳（所得税の還付が生じる場合）

― 村県民税申告相談　地区別日程表 ―
月　日 時　間 地区名 会　場

２月５日（水）

　９：３０～１１：００
熊　高・塩

南山交流センター柳　　　渕
升　　　玉

１３：００～１５：００

豊　　　牧

ふるさと味来館
滝　の　沢
沼　の　台
平　　　林

２月６日（木）
　９：３０～１５：００ 肘　　　折

肘折センター
１３：００～１５：００

金　　　山
鍵　金　野

２月７日（金）
　９：３０～１１：００ 烏　　　川 烏川公民館
１３：３０～１５：００ 赤　　　松 赤松生涯学習センター

２月１０日（月）

　９：００～１１：３０
藤　田　沢

役場２階会議室

桂
合　　　海

１３：００～１６：００

通　　　り
白　須　賀
作　の　巻
大　　　坪

２月１２日（水）

　９：００～１１：３０ 清水1. 2. 3
清　水　台

役場２階会議室
１３：００～１６：００

上　竹　野
比 良 稲 沢
季　の　里

２月５日から３月１７日まで、村県民税の申告相談を下記の日程で
行いますので、次の点にご注意のうえ忘れずに申告しましょう。

申
告
期
限
は
平
成
26
年
3
月
17
日（
月
）で
す
！
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ホームページ 検索

　
若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ク

ル「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｄ（
ク
ラ
ウ
ド
）」

へ
の
問
合
せ
は
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係（
☎
75-

２
３
２
３
）

ま
で
ど
う
ぞ
！

じょうずにできたよ！じょうずにできたよ！じょうずにできたよ！

スナップ集

沼の台保育所 肘折保育所

保育所おゆうぎ会保育所おゆうぎ会保育所おゆうぎ会

大蔵村保育所


す
き
な
も
の

　

ラ
ー
メ
ン
と
じ
ど
う
し
ゃ


す
き
な
も
の

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン

（
清
水
一
）　
越
　
後
　
悠ゆ

う

　
人と

く
ん

（
洋
祐
） 

　
　
　

（
大
　
坪
）　
安
　
彦
　
優ゆ

う

　
護ご

く
ん
　
　

（
佐
登
留
）  

　
　

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

～
山
形
が
わ
か
る
最
新
の
統
計
資
料
や
便
利
な
情
報
が
満
載
～

　

 

２
０
１
４
年
版「
や
ま
が
た
県
民
手
帳
」好
評
発
売
中
！

一
冊 

６
０
０
円

お
求
め
は
役
場
総
務
課
ま
で

　
主
役
は
、
た
ご
さ
く
さ
ん
ち
の
床

の
間
に
飾
ら
れ
て
い
る
鏡
餅
。
い
ま

は
大
事
に
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
い

つ
食
べ
ら
れ
る
か
と
心
配
で
す
。
ぺ

っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
た
た
か
れ
、
の
し

ぼ
う
で
の
ば
さ
れ
た
り
、
ぷ
っ
ち
ん

ち
ぎ
ら
れ
た
り
、
あ
ん
こ
や
き
な
こ
、

な
っ
と
う
で
食
べ
ら
れ
た
兄
妹
た
ち

を
思
い
、
つ
い
に
逃
げ
出
す
こ
と
に

…
。
お
正
月
、
ふ
つ
う
に
食
べ
て
い

る
お
も
ち
で
す
が
、
い
っ
た
い
お
も

ち
の
気
持
ち
と
は
…
？

　
コ
ミ
カ
ル
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展

開
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
笑
い
を
こ

ら
え
き
れ
ま
せ
ん
。
い
い
一
年
が
過

ご
せ
そ
う
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ

そ
う
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
時
間
「
5
分
」。

作

　か
が
く
い

　ひ
ろ
し

「
お
も
ち
の
き
も
ち
」

　
「
大
蔵
小
学
校
沿
革
誌
」
に
よ
れ
ば
、
大
蔵

小
学
校
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
に
開
設

と
あ
る
が
、
校
舎
の
建
築
は
明
治
二
十
八
年
で

あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
い
く
度
と
な
く
移
動
し
て

い
る
。

　

創
立
の
際
、
清
水
町
村
で
は
清
水
学
校
を
光

明
寺
に
、
合
海
学
校
は
当
時
清
水
三
番
組
の
裏

手
に
あ
っ
た
一
念
寺
を
借
り
、
そ
れ
ぞ
れ
校
舎

と
し
て
い
た
。

　

明
治
八
年
、
光
明
寺
で
法
会
が
あ
り
寺
を
修

繕
す
る
た
め
、
伊
藤
宗
兵
エ
氏
宅
を
借
り
て
仮

校
舎
と
し
て
い
る
が
、
明
治
九
年
七
月
に
清
水

で
三
十
三
戸
を
焼
く
大
火
が
あ
り
、
仮
校
舎
も

焼
失
し
た
た
め
、
小
屋
十
右
ェ
門
氏
所
有
の
塩

倉
を
借
り
て
仮
校
舎
と
し
て
い
る
。

　

明
治
十
年
四
月
、
今
度
は
清
水
、
合
海
で

百
五
十
戸
を
焼
失
す
る
大
火
が
あ
り
、
合
海
学

校
と
し
て
い
た
一
念
寺
も
焼
失
し
た
た
め
、
小

屋
十
右
ェ
門
氏
の
塩
倉
に
移
る
。
こ
の
時
、
両

校
は
事
実
上
統
合
さ
れ
た
。

　

明
治
十
一
年
、
清
水
合
海
両
校
を
あ
わ
せ
、

「
清
合
学
校
」
と
校
名
を
変
更
す
る
。
こ
の

頃
、
学
齢
児
童
三
四
五
名
の
内
、
就
学
児
童
は

六
十
六
名
で
あ
っ
た
。

　

明
治
十
二
年
、
塩
倉
の
屋
根
が
破
損
し
た
た

め
、
清
水
の
森
左
全
氏
宅
を
借
り
校
舎
と
し
た

後
、
明
治
十
四
年
に
は
再
び
光
明
寺
を
借
り
校

舎
と
し
て
い
る
。

　

明
治
十
七
年
、「
清
合
中
等
科
小
学
校
」
と

校
名
を
変
更
す
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
に
は

「
清
水
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
し
、
清
水
村

共
有
の
元
の
郷
倉
を
校
舎
と
す
る
が
、
明
治

二
十
一
年
、
郷
倉
の
屋
根
や
壁
が
破
損
し
危
険

な
た
め
、
森
佐
津
麿
氏
宅
を
借
り
校
舎
と
し
て

い
る
。

　

明
治
二
十
八
年
、
桜
公
園
に
新
校
舎
落
成
。

和
風
平
屋
萱
葺
き
の
一
一
七
坪
、
校
地
八
五
七

坪
で
あ
っ
た
。

　

一
の
台
の
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
す
る
の

は
、
明
治
三
十
五
年
で
あ
る
。

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

清
合
学
校
の
事

文
・
文
化
財
保
護
委
員

　熊
谷 

勝
保

第
107
回

せ
い
ご
う

▷開催日　平成26年2月23日（日）
▷会　場　肘折生涯学習センター
　　　　　　グラウンド（旧肘折小中学校）
▷チーム構成　
　　　　　1チーム6名まで（中学生以上）
▷参加料　1人500円（傷害保険料込）
▷申込方法　

　参加申込書に必要事項を記載し
て、郵送・持参・ＦＡＸでお申込みく
ださい。Oh!蔵SPORTホームペー
ジからもお申込みいただけます。

▷申込〆切　平成26年２月７日（金）
　　　　　　先着20チーム

 申込み・問合せ先  　
〒996‐0213　大蔵村大字赤松689‐1

赤松生涯学習センター内事務局
TEL0233‐75‐2212／FAX0233‐34‐2417

Email  info＠ohkurasport.jp

▲清合学校の卒業証書（資料提供：三條家（白須賀））

第5回 地面出し競争
World Cup in 肘折

─ 参加チーム募集！─

春を掘り出せ！
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今
月
の
納
税（
納
期
限
１
月
31
日
）、国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（単位：μSv/h）

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器：シンチレーション式サーベイメータ

大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測定場所 大蔵小中学校

グラウンド
大蔵村保育所

グラウンド
赤松生涯学習センター

駐車場
旧 沼台小中学校

グラウンド
肘折いでゆ館前

広　場
地 上 高 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m

平成25年
１2月5日㈭ 測 定 値 0.06 0.06 0.06 0.05 0.06 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05

世帯数	 1,100戸	 （1,125戸）
　人口	 3,645人	 （3,766人）
　　男	 1,778人	 （1,817人）
　　女	 1,867人	 （1,949人）
　出生	 男	1人	 女	1人	 計	2人
　死亡	 1人	 4人	 5人
　転入	 0人	 1人	 1人
　転出	 5人	 7人	 12人

※平成25年11月末現在　（　）内は昨年同期

（11月16日～12月15日届出分）

お悔み申し上げます

 地区 お名前（年齢） 世帯主
熊 高 森　ウタ子（91） 繁　義
滝の沢 佐藤　　學（93） 　勝
肘 折 横山スヱ子（76） 儀　德
  塩 林　　ケサ（92） 多美雄
通 り 國分　文子（66） 哲　也
藤田沢 鈴木　一義（90） 貫太郎
合 海 高橋　艶子（83） 忠　之
比良稲沢 ⻆川　富雄（89） 憲　一

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

戸籍の窓教育振興会から奨学生募集のお知らせ

▷奨学金の種類　　国分忠之助教育振興会　　後藤榮教育振興会
株式会社カドワキ教育振興会

▷応募資格　　大蔵村に住所を有する者の子弟で、平成26年度に高校・
専修学校・大学・大学院に進学を希望し、又は現に在学し
ている者で、学力優秀かつ学資の支弁が困難な方

▷貸与額と募集予定人数　　（※各採用人数は変更になる場合もあります）
　◎高校奨学生・・月額２万円　　◎専修学校奨学生・・月額３万５千円
　◎大学・大学院奨学生・・月額３万５千円　　　　　　　　　【各３名】
▷提出書類　　〇奨学生願書　　　〇成績証明書　　〇健康診断書
　　　　　　　〇所得証明書（保護者分）　　〇納税証明書（保護者分）
▷申込期限　　平成26年2月26日（水）まで

 提出・問合せ先  　教育委員会　　☎75－2323

　村では、風しんの感染による重症化及び先天性風しん症候群の発生を予
防するため、下記により補助金を交付します
▷対象者　　大蔵村に住所を有し、次に該当する者
　⑴抗体検査対象者（予防接種歴が２回ある者、罹患歴がある者を除く）

①妊娠を予定又は希望する昭和39年4月2日から平成7年4月1日ま
で生まれた女性（既に妊娠している者を除く）

②妊婦（抗体価が十分であると確認できた者を除く）の夫及び同居家族
　⑵予防接種対象者
　　　抗体検査を受けた者のうち、抗体価が十分でないと判定された者
▷補助金額
　⑴抗体検査費　5,000円 （２分の１補助・・・自己負担 2,500円）
　⑵予防接種費　8,000円 （全額補助・・・・・ 自己負担      0円）
▷実施場所　　大蔵村診療所にて検査及び接種を行います
▷申請方法　　役場健康福祉課健康衛生係に申請してください
　　　　　　　（抗体検査の結果をもとに、接種日時等を連絡します）
▷申請に必要なもの　　◎申請書（健康衛生係にあります）　　◎印鑑

 申請・問合せ先  　役場健康福祉課健康衛生係　　☎75－2104

I N F O R M A T I O N

「真冬のプラネタリウム」のご案内
◎日時　2/5（水）・6（木）・7（金）

18：30～
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　1/31（金）8：30～☎で受

付開始（先着43名）
□申□問 教育研究センター 222−1033

「Semi四駆2014」のご案内
◎日時　1/12（日）10：00～17：00
◎会場　旧瀬見小学校校舎
◎内容　ファミリーリレーやジ

ャンプ競技といったミニ四駆
レース、工作教室、マイミニ四
駆デコレーションなど。ミニ
四駆専門店や出店もあります。

※　当日は暖かい服装でお越し
ください。

□問 Semi四駆2014実行委員会
☎023−632−7226

「ずぶの素人が素人に教える
男のマナ板教室」のご案内

◎日時　2/12（水）9：30～12：00
◎会場　新庄山屋セミナーハウス

（旧山屋小学校 ☎22−3527）
◎対象者　61歳以上の料理初心

者の方（10名）
◎参加費　500円
◎申込締切　2/5（水）

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

□申□問 自然に親しむ会
星みつる 2090−2880−4375

「第６師団音楽まつり」のご案内
◎日時　2/8（土）
　　　　①14：00～　②17：30～
◎会場　天童市市民文化会館
◎入場料　無料
◎応募方法　往復はがきでご応

募ください（詳細は
ＨＰ、またはお問合
せください）

◎応募締切　1/17（金）
□申□問 陸上自衛隊第6師団司令部

広報室 20237−48−1151

「平成26年度みどり環境
公募事業募集」のお知らせ

　やまがた緑環境税を活用して、
地域の森づくり活動をしてみま
せんか。
◎支援する活動内容

　平成26年度中に実施する次
のような活動

①森林・自然環境学習
②自然環境の保全活動
③豊かな森づくり活動
④森林資源の利活用　など

◎募集期間　2/10（月）まで
※　応募方法など詳しい内容に

ついてはお問合せください。
□問 最上総合支庁森林整備課森

づくり推進室 229−1352

「自衛官等募集」のお知らせ
◎募集種目　予備自衛官補①一般

②技能③防大一般（後期）
◎募集資格　①18歳以上34歳未

満②18歳以上で国家資格
免許を有する者③高卒

（見込含）21歳未満

◎受付期間　①②1/9～4/3まで
　　　　　　③1/22～31まで
◎試験日　①②4/12～15のうち

いずれか1日③3/1
□問 自衛隊新庄地域事務所

222−5057

「やまがた結婚サポート
センター」ご利用のお知らせ

　登録会員同士がお相手を直接
検索できる新サービスを導入し
ました。センターのタブレット
型端末を使って、プロフィール
の閲覧や出逢いの申込みができ、
センターが出逢いの場の設定や
お引き合わせ当日のお手伝いを
します。
サービス利用には登録が必要！
◎登録料（3年間有効）
　2月まで8千円（3月から1万円）
休日・時間外登録会を行います！
◎日時　1/5（日）・11（土）・26（日）

10：00～17：00
1/15（水）・29（水）

17：00～20：00
□問 やまがた結婚サポートセン

ター 2023−687−1972

ごみの減量化にご協力を！
　可燃ごみ焼却施設「エコプラ
ザもがみ」において、12月中旬
まで定期修繕により焼却炉 2 炉
の内 1 炉稼働であったことに加
えて、ごみの搬入量が依然とし
て増加傾向にあることから、ピ
ット内のごみが多く施設にかか
る負担が増しています。更なる
ごみの減量化及び分別へのご協
力をお願いします。
□問 最上広域市町村圏事務組合

業務課 222−2674
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今年は 十二支の7番目 午年 です
大蔵小学校の午年（平成14年）生まれのみなさんから

今年の抱負をお聞きしました
笑顔が素敵な　たのもしいみなさんです
今年もよい年になるといいですね

うま

年男・年女です！年男・年女です！ぼくたち
わたしたち

日本や世界では・・・

昭和29年・自衛隊が発足
昭和53年・成田国際空港開港

・日中平和友好条約調印
平成 2年 ・東西ドイツ統一
平成14年・完全学校週5日制実施

  こんなことがあったんですよ！
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4
5
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